
























































Review of Social Welfare Theory Research by Jiro Matsui
The purpose of this paper is to examine and consider the
theoretical research by Jiro Matsui, including a critical point of
view, and to clarify the features, limitations and modern signifi-
cance. Matsui as a social welfare theoretic researcher in the previ-
ous study has almost no evaluation and is a blank for research.
This research focuses on that. The characteristic of Matsuis theo-
retical research is showing a negative view of academic unique-
ness of social welfare studies, critically examining the existing
welfare theory from the viewpoint of structural function analysis,
and making clear the theoretical limit from the three perspectives
(politics, economics, and society). However, the limitation is limited
to the theoretical problem, and it lies in not establishing its own
theory. On the other hand, its contemporary significance can be
found in three points:attention to politics,welfare state analysis
viewed from social welfare,andreexamination of the uniqueness
of social welfare.
キーワード：松井二郎，社会福祉学，社会福祉理論，福祉国家
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８３号，財団法人鉄道弘済会，７０７５．
・一番ヶ瀬康子（１９７０）「社会福祉学とは何か―
試論として」『思想』第５４７号，岩波書店，３８
５４．
・岩崎晋也（２０１１）「序論 社会福祉原論研究の
活性化にむけて」岩田正美監修・岩崎晋也編
著『リーディングス日本の社会福祉１ 社会福
祉とはなにか 理論と展開』日本図書セン
ター，３４０．
・岩田正美（２００７）「「パラダイム転換」と社会
福祉の本質―社会福祉の２つの路線と「制約」
をめぐって」『社会福祉研究』第１００号，鉄道
弘済会，１９２５．
・岩田正美（２０１６）『社会福祉のトポス 新たな
社会福祉の解釈を求めて』有斐閣．
・孝橋正一（１９６２）『全訂 社会事業の基本問題』
ミネルヴァ書房．
・松井二郎（１９７８）「福祉社会学の構想（Ⅰ）：
福祉と構造機能分析」『北星論集』第１６号，１
３５．
・松井二郎（１９７９）「福祉社会学の構想（Ⅱ）：
福祉と構造機能分析」『北星論集』第１７号，１５５
１９０．
・松井二郎（１９８０）「福祉社会学の構想（Ⅲ）：
福祉と構造機能分析」『北星論集』第１８号，８５
１１９．
・松井二郎（１９８２）「社会福祉理論の体系化をめ
ざして―諸理論の検討―」『社会福祉研究』発
刊３０号記念特大号，財団法人鉄道弘済会，８
１３．
・松井二郎（１９９０）「転換期における社会福祉理
論―機能分析の整理に向けて」『北星論集』第
２７号，３９７２．
・松井二郎（１９９２）『社会福祉理論の再検討』ミ
ネルヴァ書房．
・松井二郎（２００２）「第２章 社会福祉再編期に
おける社会福祉理論の課題」阿部志郎・右田
紀久恵・宮田和明・松井二郎編『講座 戦後社
会福祉の総括と二十一世紀への展望Ⅱ 思想と
理論』ドメス出版，１５９２１７．
・松本英孝（２０００）「第２章 社会福祉理論にお
ける学問的基盤について」右田紀久恵・秋山
智久・中村永司編著『２１世紀への架け橋－１
社会福祉の理論と政策』中央法規，１５２８．
・三浦文夫（１９７４a）「第１章 序論 社会保障と
社会福祉」三浦文夫編『社会学講座１５社会福
祉論』東京大学出版会，１１７．
・三浦文夫（１９７４b）「第２章 社会福祉論の課題」
三浦文夫編『社会学講座１５社会福祉論』東京
大学出版会，１９４２．
・宮本太郎（２００８）『福祉政治―日本の生活保障
とデモクラシー』有斐閣．
・宮田和明（１９９６）『現代日本社会福祉政策論』
ミネルヴァ書房．
・宮田和明（２００２）「第１章 戦後社会福祉理論
の形成と展開」阿部志郎・右田紀久恵・宮田
和明・松井二郎編『講座 戦後社会福祉の総括
と二十一世紀への展望Ⅱ 思想と理論』ドメス
出版，１３５１５８．
・岡村重夫（１９５８）『全訂 社会福祉学総論』柴
田書店．
・岡田藤太郎（１９９８）『社会福祉学汎論 ソーシャ
ル・ポリシーとソーシャルワーク』相川書房．
・真田 是（１９９４）『現代の社会福祉理論―構造
と論点』労働旬報社．
・真田是編（２００５）『戦後日本社会福祉論争（オ
ンデマンド復刻版）』法律文化社．
・嶋田啓一郎（１９８０）『社会福祉体系論』ミネル
ヴァ書房．
・竹中勝男（１９５０）『社会福祉研究』関書院．
・田中治和（１９９８）「第３章 戦後社会福祉理論
の系譜」濱野一郎・遠藤興一編著『社会福祉
の原理と思想』岩崎学術出版社，３９５５．
・T．クーン著，中山 茂翻訳（１９７１）『科学革
命の構造』みすず書房．
・田中拓道（２０１７）『福祉政治史 格差に抗する
デモクラシー』勁草書房．
・吉田久一（１９９５）『日本社会福祉理論史』勁草
書房．
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